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「新潟県植物保護」出版にあたって

この小冊子を通じて

　　　　　　　　身の周りの植物を　見　る

　　　　　　　　　　　　　　　　　知　る

　　　　　　　　　　　　　　　　　考える

機会をっかみましょう。

身近な殖物を見ること

　　　　　　　　　　身の周りには多くの植物が生育しています。

人と植物との関係を知ること

　　　　　　　　　　どんな植物も人間の生活に結びっいています。

後世に残すべき植物を考えること

　　　　　　　　　　多くの植物や群落の中にはいつのまにか県内から消えてしまうものがあります。

　　　　　　　　　　絶滅の危機にさらされている植物の実情を記録し，保護の方策を考えて，貴重な植

　　　　　　　　　　物や群落を絶滅から救いたいと思います。

　生まれ育った土地には思い出深い森や沼があり，知らず知らずのうちにその姿が脳裏にやきっいていて，

ふと，浮かんでくることがあると思います。故郷を離れている人は、久しぶりにその思い出の土地に帰り，

その変貌振りにがっかりすることも多いのではないでしょうか。身の周りの自然を，もう一度見直して，

すこしでも昔の姿に再現する方策を考えてみませんか。

　第1号は，保護を訴える集会のための参考資料として，急いで「新潟県植物分布図集」からの抜刷りし

たものであり，思いつきの編集になりましたが，次号からは，投稿戴いたものを主に，あまり堅ぐなくて，

肩のこらない冊子にしたいと思います。

　掲載する内容には次のものを考えています。

　町や村の森や沼，みられなくなった身近な植物，わが村の神社の森県内で貴重とおもわれる植物群落，

静かな森の道，取り戻したい小さな自然，植物との出合い，県内から絶滅した植物，天然記念物の現状，

この冊子に取り上げてほしい事柄など皆さんの投稿をお待ちしています。
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